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題
提
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題
提

起
―
２
０
２
８
年

起
―
２
０
２
８
年

施
行
と
い
う
論
点

施
行
と
い
う
論
点

　
２
０
２
６
年
、
乗
合
代
理

店
の
比
較
推
奨
販
売
を
め
ぐ

る
ル
ー
ル
の
大
き
な
転
換
が

正
式
に
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ま

で
認
め
ら
れ
て
き
た
、
代
理

店
独
自
の
経
営
方
針
や
事
情

に
よ
っ
て
特
定
の
保
険
会
社

の
商
品
を
絞
り
込
み
、
そ
の

理
由
を
顧
客
に
説
明
し
て
推

奨
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
方

式
」
を
認
め
な
い
新
た
な
ル

ー
ル
が
公
布
さ
れ
、
改
正
後

の
内
閣
府
令
・
監
督
指
針
は

２
０
２
８
年
３
月
１
日
に
施

行
・
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
一
見
す
る
と
、
顧
客

本
位
の
業
務
運
営
を
強
化
す

る
た
め
の
当
然
の
改
正
に
も

見
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
改

正
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め

に
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
ハ
方

式
が
認
め
ら
れ
て
い
た
の
か

を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ

こ
を
た
ど
っ
て
い
く
と
、
単

な
る
募
集
ル
ー
ル
の
変
更
で

は
な
く
、
保
険
代
理
店
と
い

う
存
在
を
制
度
が
ど
う
捉
え

て
き
た
の
か
と
い
う
、
も
っ

と
根
本
的
な
変

化
が
見
え
て
く

る
。
本
稿
の
目

的
は
、
２
０
１

３
年
の
金
融
審

議
会
に
お
け
る

制
度
設
計
の
議

論
か
ら
２
０
２

６
年
の
改
正
公

表
に
至
る
13
年

間
を
一
次
資
料

に
基
づ
き
跡
付

け
、
プ
リ
ン
シ

パ
ル
・
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
理
論
の

枠
組
み
を
用
い

て
、
保
険
代
理

店
の
法
的
地
位

（
誰
か
ら
委
託

を
受
け
、
ど
の

よ
う
な
立
場
で
募
集
を
行
う

の
か
）
と
行
為
規
範
（
何
を

起
点
に
商
品
を
選
択
・
推
奨

す
べ
き
か
）
と
の
間
に
生
じ

た
緊
張
関
係
―
乖
離
（
か
い

り
）
と
も
見
え
る
そ
の
関
係

―
を
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。

　
先
行
研
究
で
は
、
２
０
１

４
年
保
険
業
法
改
正
を
契
機

と
し
て
、
乗
合
代
理
店
の
比

較
推
奨
販
売
、
意
向
把
握
義

務
、
情
報
提
供
義
務
、
体
制

整
備
義
務
、
所
属
保
険
会
社

と
の
責
任
関
係
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
検
討
が
行
わ
れ
て

き
た
。
栗
山
泰
史
氏
は
、
新

た
な
募
集
規
制
の
意
義
を

「
対
話
を
ベ
ー
ス
に
し
た
保

険
募
集
の
開
始
」
「
代
理
店

経
営
の
高
度
化
」
「
乗
合
代

理
店
に
よ
る
比
較
推
奨
販
売

の
本
格
実
施
」
の
３
点
に
整

理
し
て
い
る
（
注
１
）
。
安

田
和
弘
氏
は
、
乗
合
代
理
店

の
推
奨
理
由
と
い
う
主
観
的

事
情
ま
で
情
報
提
供
の
対
象

と
す
る
規
制
の
新
規
性
を
、

他
の
金
融
商
品
の
販
売
主
体

に
課
さ
れ
た
義
務
と
の
対
比

か
ら
指
摘
し
て
い
る
（
注

２
）
。
山
本
啓
太
氏
は
、
意

向
把
握
義
務
と
推
奨
販
売
に

お
け
る
顧
客
意
向
と
の
関
係

を
検
討
し
（
注
３
）
、
遠
山

聡
氏
は
、
独
立
的
な
立
場
で

保
険
募
集
業
務
を
行
う
大
規

模
乗
合
代
理
店
と
所
属
保
険

会
社
の
責
任
と
の
関
係
を
論

じ
て
い
る
（
注
４
）
。
こ
れ

ら
の
先
行
研
究
は
、
本
稿
が

扱
う
問
題
の
重
要
な
基
礎
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
筆
者
が
確
認
し
た

限
り
、
ハ
方
式
の
生
成
か
ら

廃
止
に
至
る
制
度
変
化
を
一

つ
の
連
続
し
た
過
程
と
し
て

捉
え
、
保
険
代
理
店
の
法
的

地
位
が
大
き
く
変
わ
ら
な
い

一
方
で
、
商
品
選
択
・
推
奨

に
お
け
る
行
為
規
範
が
顧
客

利
益
を
よ
り
重
視
す
る
方
向

へ
変
化
し
て
き
た
こ
と
を
、

保
険
代
理
店
固
有
の
経
営
管

理
問
題
と
し
て
位
置
付
け
た

研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ま
ず

２
０
１
３
年
以
降
の
制
度
変

化
を
一
次
資
料
に
基
づ
い
て

跡
付
け
る
。
そ
の
う
え
で
、

プ
リ
ン
シ
パ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
理
論
を
補
助
的
な
分
析

枠
組
み
と
し
て
用
い
な
が

ら
、
法
的
地
位
と
行
為
規
範

の
間
に
生
じ
た
緊
張
関
係

が
、
代
理
店
内
部
に
ど
の
よ

う
な
経
営
管
理
上
の
課
題
を

も
た
ら
す
の
か
を
考
察
す

る
。第

２
章
　
乗
合
代

第
２
章
　
乗
合
代

理
店
の
法
的
地
位

理
店
の
法
的
地
位

―
２
０
１
３
年
金

―
２
０
１
３
年
金

融
審
議
会
の
整
理

融
審
議
会
の
整
理

　
出
発
点
と
な
る
の
は
、
保

険
代
理
店
の
法
的
な
立
場
で

あ
る
。
２
０
１
３
年
、
金
融

審
議
会
「
保
険
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
等
の
在
り
方
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル

ー
プ
」
で
は
、
乗
合
代
理
店

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
か
な

り
明
確
な
整
理
が
行
わ
れ

た
。
第
９
回
会
合
（
２
０
１

３
年
１
月
30
日
）
で
金
融
庁

事
務
局
は
、
顧
客
と
保
険
会

社
と
の
間
で
「
公
平
・
中

立
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
保
険
会
社
側
の
継
続
的

な
代
理
人
で
あ
る
と
い
う
乗

合
代
理
店
の
法
的
立
場
と
の

両
立
は
、
ど
う
考
え
て
も
困

難
で
あ
る
と
説
明
し
て
い

る
。
第
14
回
会
合
（
２
０
１

３
年
４
月
19
日
）
で
も
金
融

庁
事
務
局
は
、
法
律
上
の
乗

合
代
理
店
の
位
置
づ
け
は
、

あ
く
ま
で
も
保
険
会
社
側
の

代
理
店
で
あ
り
、
保
険
仲
立

人
の
よ
う
な
「
公
平
・
中

立
」
な
仲
介
者
と
し
て
法
的

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
と
説
明
し
て
い

る
。
複
数
の
保
険
会
社
の
商

品
を
取
り
扱
う
か
ら
と
い
っ

て
、
乗
合
代
理
店
が
顧
客
の

代
理
人
に
な
る
わ
け
で
は
な

い
。
Ａ
社
、
Ｂ
社
、
Ｃ
社
と

代
理
店
契
約
を
締
結
し
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
の
基
本
的

な
法
的
性
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
保
険
会
社
か
ら
委
託
を
受

け
る
募
集
主
体
で
あ
る
。
つ

ま
り
２
０
１
３
年
当
時
、
制

度
設
計
者
は
す
で
に
、
保
険

会
社
か
ら
委
託
を
受
け
る
募

集
主
体
で
あ
り
な
が
ら
、
顧

客
の
意
向
を
起
点
と
し
て
複

数
社
の
商
品
を
比
較
・
推
奨

す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
と
い
う
問
題
を
認
識
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問

題
意
識
の
背
景
に
は
、
来
店

型
保
険
シ
ョ
ッ
プ
を
は
じ
め

と
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
乗

合
代
理
店
の
拡
大
が
あ
っ

た
。
金
融
庁
は
当
時
、
乗
合

代
理
店
の
中
に
「
公
平
・
中

立
」
を
標
榜
し
、
複
数
の
保

険
会
社
の
商
品
か
ら
顧
客
ニ

ー
ズ
に
合
う
も
の
を
販
売
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
支
持
を
集

め
る
事
業
者
が
存
在
す
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
顧
客
か
ら

す
れ
ば
、
複
数
の
商
品
を
扱

っ
て
い
る
な
ら
自
分
に
合
っ

た
商
品
を
選
ん
で
く
れ
る
の

だ
ろ
う
と
考
え
る
の
が
自
然

で
あ
る
一
方
、
法
律
上
そ
の

代
理
店
は
顧
客
の
代
理
人
で

は
な
い
。
こ
こ
に
顧
客
の
期

待
と
法
的
地
位
と
の
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
、
金
融
審
議
会

は
、
乗
合
代
理
店
に
対
し
て

保
険
会
社
側
の
代
理
店
で
あ

る
と
い
う
立
場
を
顧
客
に
説

明
さ
せ
る
一
方
、
実
際
に
比

較
販
売
を
行
う
の
で
あ
れ

ば
、
そ
の
比
較
・
推
奨
行
為

に
つ
い
て
追
加
的
な
ル
ー
ル

を
設
け
る
と
い
う
方
向
を
選

ん
だ
。

　
こ
の
問
題
は
、
経
営
学
・

制
度
経
済
学
に
お
け
る
プ
リ

ン
シ
パ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

理
論
の
枠
組
み
（
注
５
）
で

捉
え
る
と
見
通
し
が
よ
く
な

る
（
な
お
、
本
稿
に
お
け
る

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
は
プ
リ

ン
シ
パ
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

理
論
上
の
概
念
で
あ
り
、
保

険
業
法
・
民
法
上
の
「
代
理

人
」
と
同
一
の
概
念
で
は
な

い
）
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
（
＝

乗
合
代
理
店
）
が
単
一
の
プ

リ
ン
シ
パ
ル
（
依
頼
人
＝
所

属
保
険
会
社
）
の
利
益
の
た

め
に
行
動
す
る
限
り
に
お
い

て
は
、
情
報
の
非
対
称
性
の

下
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
依
頼

人
の
利
益
を
ど
こ
ま
で
追
求

す
る
か
と
い
う
、
通
常
の
エ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
問
題
と
し
て

整
理
で
き
る
。
乗
合
代
理
店

は
、
複
数
の
所
属
保
険
会
社

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
委
託

を
受
け
る
と
い
う
意
味
で
、

一
人
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
複

数
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
と
の
関

係
を
同
時
に
有
す
る
、
い
わ

ゆ
る
マ
ル
チ
プ
リ
ン
シ
パ
ル

問
題
（m

u
lti-prin

cipal 

ag
en
cy problem

）
に

近
い
構
造
を
持
つ
。
さ
ら

に
、
そ
こ
に
法
的
な
プ
リ
ン

シ
パ
ル
で
は
な
い
顧
客
か
ら

の
期
待
が
重
な
る
。
現
実
に

は
、
顧
客
も
ま
た
「
自
分
の

た
め
に
動
い
て
ほ
し
い
」
と

い
う
期
待
を
代
理
店
に
向
け

る
か
ら
で
あ
る
。
２
０
１
３

年
の
金
融
審
議
会
が
示
し
た

「
乗
合
代
理
店
は
顧
客
の
代

理
人
で
は
な
い
」
と
い
う
整

理
は
、
少
な
く
と
も
法
制
度

上
、
顧
客
を
代
理
店
に
権
限

を
委
譲
す
る
プ
リ
ン
シ
パ
ル

と
し
て
構
成
す
る
制
度
は
採

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す

る
。�

（
つ
づ
く
）

ハ
方
式
は
な
ぜ
生
ま
れ
、な
ぜ
消
え
る
の
か

―
比
較
推
奨
規
制
に
み
る
保
険
代
理
店
の
法
的
地
位
と
行
為
規
範
の
緊
張
―

Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｎ
㈱
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
／
保
険
代
理
店
経
営
学
研
究
所
所
長

花
岡

慎
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（注２）�安田和弘「乗合代理店における比較・推奨に関する情報提供義務とその影響―他の金融商品の販売

主体に課された義務との対比から―」『保険学雑誌』第 635 号、2016 年、61 頁

（注３）�山本啓太「意向把握義務と推奨販売における顧客の意向―顧客のニーズに合った商品が販売される

ために―」『損害保険研究』第 78 巻第 3号、2016 年、81 頁

（注４）�遠山聡「大規模乗合代理店と所属保険会社の責任」『保険学雑誌』第 635 号、2016 年、43 頁

（注５）�Jensen, M. C., & Meckling, W. H. (1976). Theory of the firm: Managerial behavior, agency costs and 

ownership structure. Journal of Financial Economics, 3(4), 305.360; Eisenhardt, K. M. (1989). Agency 

theory: An assessment and review. Academy of Management Review, 14(1), 57.74; Bernheim, B. D., 

& Whinston, M. D. (1986). Common agency. Econometrica, 54(4), 923.942.

13
年
Ｗ
Ｇ
で
は「
保
険
会
社
か
ら
委
託
さ
れ
た
立
場
」と
整
理
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